別添様式第11号（参考様式１関係）

取組みの詳細（再生二期作の実施）

１．再生二期作の実施計画
	品種名
	区分
	作付面積
	移植等予定
時期
	収穫予定
時期
	コンバイン
収穫方法※１
	出荷方法※２

	
	
	実施前年度
（　年度）
	実施年度
（　年度）
	
	
	
	

	
	１期作目
	a
	a
	
	
	
	

	
	２期作目
	a
	a
	
	
	
	

	
	１期作目
	a
	a
	
	
	
	

	
	２期作目
	a
	a
	
	
	
	

	合計
	１期作目
	a
	a
	
	
	
	

	
	２期作目
	a
	a
	
	
	
	


  ※１ コンバインの種類（自脱型、汎用型）と、自脱型にあっては条数、汎用型にあっては最大出力を記入してください。
　※２ ＪＡ出荷、自家販売、直売所等、その他
　※３ ３品種以上について実施する場合は、適宜行を追加してください。

２．目標とする生産コスト低減効果等
　（実施前年度以前から取組みを実施している場合は、②の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	必須項目
	①収穫量増加による単位当たり生産コストの低減

	□
	②その他（具体的に記入してください。）








※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。




別添様式第１号（参考様式１関係）



取組みの詳細（直播栽培の実施）

１．直播栽培の実施計画
	品種名
	区分
（乾田・湛水）
	播種方法
（条播・点播・その他）
	耕起等の有無
	種籾の
コーティング
	栽培面積

	
	
	
	
	
	実施前年度
(  年度)
	実施年度
(  年度)

	
	
	
	
	
	a
	a

	
	
	
	
	
	a
	a

	
	
	
	
	
	a
	a

	
	
	
	
	
	a
	a

	合計
	
	
	a
	a




２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）








※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。






別添様式第２号（参考様式１関係）


取組みの詳細（新たな品種の導入）

１．新たな品種の導入計画
	項目
	対象品種
	対象外品種
	小計
	対象品種への
転換面積

	
	（　　　）
	（　　　）
	（　　　）
	（　　　）
	
	

	実施前年度
（　年度）
	a
	a
	a
	a
	a
	a

	実施年度
（　年度）
	a
	a
	a
	a
	a
	a


　注）対象品種の（　）には、品種名を記載してください。
　注）対象品種は、「おいでまい」、「あきさかり」、「にじのきらめき」、「にこまる」です。


２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①収穫量増加による単位面積当たり生産コストの低減

	□
	②品質向上に伴う販売単価向上による単位面積当たり生産コストの低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）








※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。









別添様式第３号（参考様式１関係）


取組みの詳細（疎植栽培の実施）

１．疎植栽培の実施計画
	
	主食用米面積
	内、疎植栽培面積
	
	

	実施前年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	実施年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	
	
	
	
	

	取組予定品種
	

	取組予定の移植密度
	いずれかに○
（株/坪・株/㎡）
	慣行比
※２
	　％

	地域の慣行栽培の移植密度
	いずれかに○　　　
（株/坪・株/㎡）
	

	（出典）※１
	
	


注）※１には慣行栽培の移植密度で参考にした資料（しおり等）を記入してください。
　　注）※２は、慣行比で80％以下となる必要があります。


２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）








※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。


別添様式第４号（参考様式１関係）


取組みの詳細（乳苗移植栽培の実施）

１．乳苗移植栽培の実施計画
	
	主食用米面積
	内、乳苗移植栽培面積
	
	

	実施前年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	実施年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	
	
	
	
	

	乳苗の育苗予定日数
	日
	乳苗の予定育苗箱数
	　  箱

	慣行栽培の育苗日数
	日
	

	（出典）※１
	
	


注）※１には慣行栽培の移植密度で参考にした資料（しおり等）を記入してください。


２．目標とする生産コスト低減効果等
　（実施前年度以前から取組みを実施している場合は、②の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	必須項目
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②その他（具体的に記入してください。）








※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。








別添様式第５号（参考様式１関係）


取組みの詳細（土壌分析等を踏まえた施肥の実施）

１．土壌分析等を踏まえた施肥の実施計画
	
	実施前年度
（　年度）
	実施年度
（　年度）

	主食用米作付面積
	a
	a

	
	
	

	土壌分析
	分析予定項目
（該当項目に✓。ｐH、窒素、リン酸、カリは必須。）
	分析ほ場数
	実施予定時期

	
	☑ｐH　☑窒素　☑リン酸　☑カリ　□ケイ酸
□苦土　　□石灰　　□腐植　　□遊離酸化鉄　
□その他（　　　　　　）
	筆
	　  

	
	分析方法（分析機関等を記載）
	

	堆肥施用
	施用する堆肥
	施用量
	調達方法

	
	□牛ふん
□豚ぷん
□鶏ふん
□その他（　　　　　　　）
	/10a
	□自ら堆肥を生産
□畜産農家から購入
□堆肥センター等から購入
□その他（　　　　　　　　）

	生育診断
	測定予定項目
（該当項目に✓。草丈、茎数、葉色値は必須。）
	測定ほ場数
	実施予定時期
（穂肥時期必須）

	
	☑草丈　　☑茎数　　☑葉色値
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	筆
	

	
	診断方法
	□自身で診断
□診断を委託（委託先：　　　　　　　　　　　　）



２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）



※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。


別添様式第６号（参考様式１関係）


取組みの詳細（プール育苗の実施）

１．プール育苗の実施計画
	品種名
	作付面積
	プール育苗

	
	実施前年度
（　年度）
	実施年度
（　年度）
	設置予定面積
	育苗予定苗箱数

	
	a
	a
	a
	箱

	
	a
	a
	a
	箱

	
	a
	a
	a
	箱

	
	a
	a
	a
	箱

	合計
	a
	a
	a
	箱




２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）






※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。








別添様式第７号（参考様式１関係）


取組みの詳細（流し込み施肥の実施）

１．流し込み施肥の実施計画
	
	主食用米面積
	流し込み施肥
実施面積
	
	

	実施前年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	実施年度
（　年度）
	a
	a
	
	

	流し込み施肥で
使用予定の肥料名
	
	
	

	実施の方法
（該当項目に✓）
	□液体肥料または固形肥料を溶かした肥料溶液を灌漑水と流し込む
□固形肥料を水口に設置し、徐々に溶かして灌漑水と流し込む
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）






※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。








別添様式第８号（参考様式１関係）


取組みの詳細（育苗箱全量施肥の実施）

１．育苗箱全量施肥の実施計画
	
	実施前年度
（　年度）
	実施年度
（　年度）

	主食用米面積
	a
	a

	
	
	

	予定育苗箱数
	箱

	育苗箱全量施肥
の方法
（該当項目に✓）
	· 肥料と床土を均一に混和

	
	· 育苗箱に層状に施肥




２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）






※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。










別添様式第９号（参考様式１関係）


取組みの詳細（農薬の苗箱播種同時処理の実施）

１．農薬の苗箱播種同時処理の実施計画
	
	主食用米面積

	実施前年度
（　年度）
	a

	実施年度
（　年度）
	a

	予定育苗箱数
	箱

	使用農薬名
	




２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✓を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）






※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。











別添様式第10号（参考様式１関係）


取組みの詳細（知事特認技術の実施）

１．取組みの名称
	





２．取組みの実施計画
	（取組面積・内容や生産コスト低減の内容・効果について、具体的に記入するとともに当該技術に係る資料を添付してください。）













２．目標とする生産コスト低減効果等
　（①～③のうち該当するすべての項目の□に✔を付ける。実施前年度以前から取組みを実施している場合は、③の□に✓を付け、実施前年度から更なる生産コスト低減を図るための具体的な取組みを記入してください。）
	□
	①労働人数・労働時間の低減

	□
	②資材費の低減

	□
	③その他（具体的に記入してください。）






※更なるコスト低減に取組む場合、実施前年度比２％以上の低減を図る必要があります。実施前年度及び実施年度の単位当たり生産コストも記入してください。



